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市の出前講座で好評の終活支援講座の紹介をしました。その後、小グループに分かれ、実際講座で行って

いる 「もしバナゲーム」を体験してもらいました。「もしバナゲーム」はカードを使い、自分が余命わず

かな想定で、自らの価値観を考えみんなで話し合います。 

第２回協議会の主な内容 
・認知症初期集中支援チームの上半期活動実績報告を行いました。 

・在宅医療・介護連携推進事業上半期実績、多職種連携情報共有システムの運用報告をしました。 

・市の出前講座で好評な終活支援講座の紹介と委員同士で講座の体験をしてもらい、自らのことと

して考えるきっかけを作ることができました。 

「医療・介護連携ワーキング」 

市内の介護施設での救急時の対応などの現状や課題を話し合いました。救急隊の方からは、日頃の現場

での対応など具体的な話しを聞くことができました。令和元年度に、市内の介護施設にアンケートを実

施しているため、今年度もアンケートを実施し、救急医療情報シートと介護施設用シートの活用、救急

時の対応等について確認していきます。今後は、アンケート調査の結果をもとに検討していきます。 

「多職種連携情報共有システム普及検討部会」 

バイタルリンクの普及啓発を行うために方法について話し合いました。徐々に登録する事業所が増えて

きていますが、活用していない事業所向けに、今後、体験会を開催する計画を立てています。 

「災害ワーキング」 

 ９月に危機管理課、障害福祉課、高齢者福祉課職員で千葉県主催の要配慮者・避難行動要支援者に関

する実務研修に参加しました。ワーキングとしてはまだ、取り組んでいませんが、この研修で学んだこ

とを活かし、具体的な取り組みを検討していきます。 

「白井市在宅医療・介護連携、認知症対策推進協議会」では、高齢者が自宅での療養が必要にな

っても、認知症になっても、住み慣れた地域で、自分らしい暮らしが続けられることを目指して、

様々な課題の解決に向けた検討を行っています。協議会議事録については、市ホームページにて

ご覧いただけます。 

課題別ワーキングの報告 

終活支援講座の紹介と体験 

 

自ら希望する医療ケアを受けるため、大切

にしていることや望んでいること、どのよ

うな医療やケアを望むかを前もって話しあ

うアドバイスケアプランニング（ACP）について

理解を深めることができました。今後も市

では色々なところで、市民に周知啓発をし

ていきます。 
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